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formnext2018概要

期間 2018年11⽉13⽇〜16⽇
開催地 Frankfurt Messe (Frankfurt, Germany)
出展スペース Halle 3  １階と２階の２フロア
出展者数 674社（昨年488社）
コンファレンス ２トラック（３⽇半）
来場者（主催者予測）21,500名
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概要

金属造形による実製品を量産する動きは、２、３年前からプ
リプロセス、造形プロセス、取り出し、材料回収、リサイクル
のプロセスを自動化する動きが進んでいる。また、検査手法
も毎年進歩しており、前年からの各社の進捗をまとめる

金属造形品の活用分野

 航空宇宙分野および歯科やインプラントの医療関係に活
用されている流れは継続

 BMWなど一部の高級車には金属造形部品が使われて
いるが、量産車にはまだまだの模様

 ハイブリッド造形機は金型の冷却効率を上げて、汎用生
産のタクトタイム短縮に使われている
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特集1 金属造形による実製品生産への動き （１年前、半年前からの進歩）
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特集2 設備・プロセスの低価格化の動き

18

高額な金属SLM装置の代わりに、低価格で簡便に金属造形物
を作れるシステムが登場している。 MIM（Metal Injection
Molding)の技術を活用し、造形したグリーンパーツを脱脂、焼結
して造形物を得る
今回MIMペレットをそのまま原料として使用する小型の装置が
登場した

１）Desktop Metal

２）Markforged

３）AIM3D

４）3d-fago

５）BASF

Desktop Metal
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特集３ 樹脂材料の広がり

20

○エンジニアリングプラスチックの活用
FDM

PEEK、PEKK、Ultem などに対応した装置が増加

SLS
PA12、PA11、PA6などが主流であるが、
Oligothermomelt（Thermomelt方式）に
対応したLSSの造形装置は、チャン
バー内の温度をプロセスウィンドウまで
上げずに、レーザーの熱で融解させて
造形していく。
変形はSLMと同様に、サポート材によっ
て抑え込む。
これにより、PEEKパウダーのダメージ
が減り、造形材料のリサイクルが可能
となって、コストダウンにつながっている。
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展示各メーカの動向
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3DCeram
主たる展示分野 SLA方式によるセラミック造形

出展社概要 フランスがベースのセラミック造形装置会社

ビジネストピックス セラミック材料（UV樹脂とのペースト）製造
造形装置
トポロジー最適化などのユーザーサポート

展示された技術トピックス 各種材料、製造装置を展示
アプリケーションとしては、人口骨などの医療分野やタービン鋳造の中子、航空宇
宙でのミラーのベース（熱膨張係数が小さいので安定している）など

品質保証への取り組み

応用分野、アプリケーション

35

装置名 Ceramaker C１

製品カテゴ
リー

造形装置

発売時期 既存

造形方式 SLA（レーザース
キャン）方式のセ
ラミック造形

造形材料（代
表的なもの）

アルミナ、シリカ、
ジルコニア、TCP

造形サイズ 100×100×100
mm

特徴、優位点 レーザースキャ
ン方式であり精
度が高い
焼結まで含めた
生産ラインシス
テムも提供する

標準価格
（$US）
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3d‐figo
主たる展示分野 FDM Like

出展社概要 ドイツのベンチャー企業

ビジネストピックス MIMペレットを融かしてFDM造形する装置を発表

展示された技術トピックス ヘッドの上に、ペレットを置く器があり、そこに材料を入れて造
形する。
プラスチック、金属、セラミックなどの造形ができる。
２ヘッドのマシンも展示されていた

品質保証への取り組み

応用分野、アプリケーション
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装置名 FFD 150H FFD 
150H(double)

製品カテゴ
リー

造形装置 造形装置

発売時期 新製品 新製品

造形方式 FDM（ペレット
溶融）

FDM（ペレッ
ト溶融）

造形材料
（代表的な
もの）

プラスチック、
スチール
（100Cr6 S）、
セラミック（ア
ルミナ、ジル
コニア）

プラスチック、
スチール
（100Cr6 S）、
セラミック（ア
ルミナ、ジル
コニア）

造形サイズ 150x150x120
mm

特徴、優位
点

MIM用ペレッ
トを直接ヘッ
ドに投入し、
溶かして造形
する

２ヘッド装置

標準価格
（$US）

€２０K €３０K
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formnext 2018
コンファレンス編
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①Additive Manufacturing on the Road 
‐ Journey from Prototyping to Production
⽇時 2018年11⽉13⽇ Speaker  Peter Mischke, BMW

160

BMWは 1990年からAM技術の活用を検討してきている。
Mini のカスタマイズを提供しており、そのプロセスなどが紹介され
た。
企画、各種検証プロセスを経て、出荷認定、発売へ

活用先（オーナーカスタマイズ）
・ シフトノブ
・ ダッシュボードパネル
・ オーナメントなど
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先進研究施設
調査報告

179
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内容

①ETH(Material and Process)

②Brightlands Material Center

③AMSYSTEMS

④Fraunhofer IFAM

⑤T.U. WIEN

⑥Kunststoff Technik Leoben
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①ETH (Eidgenössische Technische Hochschule )

⾯会者
 Dr. Jolanda Baumgartner
 Dr. Tino Stankovic
Mr. Lorenzo Barbera

内容
 EHT Competence Center for Materials and Processes(MaP)

での活動（Dr. Baumgartner)
 Computing Design Dr. Tino Stankovic
Material 

概要
 ETHは、1855年に設⽴された、欧州でもトップクラス

の⼯科⼤学（ノーベル賞受賞者21⼈輩出）
 ETHにおける研究活動、AM Interest Group の運営、研

究開発のトピックスを調査する
181


